
江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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最
強
寒
波
の
襲
来
で
日
本

海
側
は
大
雪
で
す
が
、
東

京
で
は
大
寒
の
前
か
ら
梅

の
花
が
綻
び
か
け
て
い
ま

し
た
▼
20
日
は
、
大
荒
れ

の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
式
。
08

年
12
月
、
オ
バ
マ
氏
が
大
統
領
選

に
圧
勝
し
た
当
時
、
こ
の
「
潮
騒
」

に
「
戦
争
や
貧
困
を
ビ
ジ
ネ
ス
と

す
る
軍
産
複
合
体
支
配
の
も
と
で

─
─
国
民
の
願
い
が
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
か
」

と
記
述
し
ま
し
た
▼
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
核
兵
器
廃
絶
の
宣
言
や
オ

バ
マ
ケ
ア
と
い
う
「
医
療
保
険
制

度
」
も
、
あ
っ
さ
り
と
破
棄
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

の
言
説
の
63
％
が
嘘
、
偽
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
ポ
ス
ト
真
実
」

の
政
治
と
い
う
造
語
が
生
ま
れ
ま

し
た
▼
党
大
会
で
の
志
位
報
告
は

「
安
倍
首
相
こ
そ
、
そ
の
『
先
駆

的
な
実
践
者
』
と
糾
弾
し
ま
す
。

宗
教
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
抱
き
込

ん
だ
「
ポ
ス
ト
真
実
」
の
政
治
は
、

古
今
東
西
か
ら
国
民
を
支
配
す
る

手
法
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
が
示

し
て
い
ま
す
。
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン

ゲ
ル
ス
は
、
真
実
を
逆
立
ち
さ
せ

る
支
配
者
の
嘘
の
哲
学
を
「
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
」
と
呼
ん
で
批
判
し
ま

し
た
▼
大
戦
の
痛
苦
の
教
訓
か
ら

成
立
し
た
国
連
は
、
戦
争
の
違
法

化
か
ら
さ
ら
に
核
兵
器
禁
止
条
約

締
結
の
交
渉
を
３
月
か
ら
開
始
、

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
で
ベ
ト
ナ

ム
や
台
湾
も
脱
原
発
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
大
本
の
日
本
で
嘘
、
偽

り
で
固
め
ら
れ
た
暴
走
を
い
つ
ま

で
も
許
し
て
お
け
ま
せ
ん
。
市
民

と
野
党
の
共
同
で
ア
ベ
政
治
に
終

止
符
を
打
ち
、
平
和
と
人
権
を
守

る
新
し
い
政
治
の
扉
を
開
く
年
に
！

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

国
政
に
も
大
変
重
要
な
都
議
選

の
年
が
明
け
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
回
り
で
、
昨
年
12
月

安
倍
政
権
が
繰
り
返
し
た
強
行
採

決
、
押
し
通
さ
れ
た
年
金
切
り
下

げ
法
や
カ
ジ
ノ
推
進
法
の
話
を
す

る
と
ほ
と
ん
ど
の
方
が
あ
き
れ
、

怒
り
を
通
り
越
し
て
笑
い
「
日
本

は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
心
配

し
ま
す
。

日
本
共
産

党
の
前
進
で

自
民
、
公
明

を
都
議
会
で

少
数
に
追
い
込
み
、
国
民
の
く
ら

し
を
顧
み
な
い
安
倍
暴
走
政
治
に

審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
コ
ミ
は
都
議
選
の
焦
点
が

「
小
池
新
党
対
自
民
党
」
で
あ
る

か
の
よ
う
な
報
道
を
ま
き
散
ら
し
、

日
本
共
産
党
の
名
前
が
見
え
な
い

ほ
ど
小
さ
い
扱
い
を
す
る
番
組
さ

え
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
改
め
て
問
わ
れ
て
い

る
東
京
ガ
ス
豊
洲
工
場
跡
地
へ
の

市
場
移
転
問
題
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
準
備
で
も
、

日
本
共
産
党
都
議
団
が
石
原
都
知

事
の
時
代
か
ら
多
く
の

み
な
さ
ん
と
共
同
し
て

見
直
し
を
求
め
続
け
て

き
た
も
の
で
す
。

小
池
都
知
事
が
始
め
た
都
政
改

革
の
方
向
は
、
日
本
共
産
党
都
議

団
が
取
り
組
ん
で
き
た
大
型
開
発

優
先
の
都
政
か
ら
保
育
や
教
育
、

介
護
な
ど
都
民
の
立
場
に
立
つ
も

の
で
す
が
、
都
議
選
で
は
こ
の
改

革
の
流
れ
を
前
に
進
め
る
力
を
持

つ
政
党
、
候
補
者
は
誰
か
が
問
わ

れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
、
江

東
で
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
三
選
を

勝
ち
取
り
、
都
民
の
暮
ら
し
の
声

が
生
き
る
都
政
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

７
人
の
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

そ
の
先
頭
に
立
っ
て
全
力
で
頑
張

る
決
意
で
す
。

都
民
・
住
民
の
暮
ら
し
の
声
が

生
き
る
政
治
実
現
の
年
に

私

た
ち

都
議

団
は

、
市

場
問

題
や

五
輪

経
費

問
題

な
ど

で

17
人

に
躍

進
し

た

力
で

都
政
を
リ

ー
ド
し
て

き
ま
し
た

。
ま
た
、
「
保

育
の
量
と

質
を
拡
充

す
る
提
言

」
を
小

池
知

事
に

提
出

、
保

育
士

の
待

遇

改
善

の
た

め
の

対
策

な
ど

繰
り

返
し

議
会

で

論
戦

し
て
き
ま
し

た
。

こ

う
し

た
な

か
で

、
保

育
士

の

賃
金

引
き

上
げ

の
た

め
の

予
算

が
組

ま
れ

る

な
ど

保
育
充
実
へ

の
前
進
を
切

り
開
い
て
い

ま
す
。

今

年
も

、
暮

ら
し

中
心

の
都

政

改
革

を
本

格
的

に
す

す
め

、
憲

法
破

壊
の

自

民
党

政
治
に
痛
打

を
与
え
る
年

に

!

頑
張

り
ま
す
。

今
年

の
都
議

会
議

員
選
挙

は
、

都
民
の

暮
ら

し
と
と

も
に
、

国
政

の
動
向

を
左

右

し
ま
す

。
安
倍

政
権

の
も
と

、
昨

年
の
臨

時
国

会
で
自

民
・
公

明
党

、
維
新

の
会

に

よ
っ

て
国

民
の

多
数

が

反
対

し
て
い
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ

協

定
・

関
連

法

、
年

金
カ

ッ
ト

法

、

カ
ジ
ノ
解
禁
法

の
３
つ
の
悪

法
の
強
行
採

決
が
連
続
し
て

行
わ
れ
ま
し

た
。

20
日
に
開
会
さ
れ
た
国
会
で
は
、
日
本
国
憲
法
第

19
条
が
「
侵
し
て
は
な
ら
な
い

」

と
す
る

国
民
の

思
想

・
信
条

を
処

罰
の
対

象
と

す
る
共

謀
罪
法

案
を

提
出
し

、
憲

法

改
悪
に
も
踏
み

込
も
う
と
し

て
い
ま
す
。

野
党

と
市
民

の
共

同
と
日

本
共

産
党
の

躍
進

で
こ
の

企
て
を

阻
止

し
、
国

民
が

安

心
し
て
暮
ら
せ

る
政
治
を
実

現
し
ま
し
ょ

う
。
私
も
頑
張

り
ま
す
。

安
倍
政
権
の
悪
法
強
行
に
、

不
安
の
声
が
渦
巻
く

共
産
党
の
前
進
で

都
政
改
革
を

都
議
会
議
員

暮
ら
し
中
心
の
都
政
改
革
へ

写
真
は
、
吉
田
衆
院
予
定
候
補

、

あ

ぜ

上

都

議
、

７

人

の

区

議
団

、

畠

中

区
政

対

策
委

員

が
勢

ぞ

ろ
い

衆
議
院
東
京
15
区
予
定
候
補

新年の抱負



開
場
直
後
に
は
約

50
名
の

参
加
者
で
会
場
は
一
杯
。
そ

の
後
も
、
随
時
入
れ
替
わ
り

で
常
時

10
名
以
上
の
参
加
者

が
、
熱
心
に
意
見
、
質
問
を

出
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
説
明
会
の
持
ち
方

に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
一

方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
以

前
か
ら
主
張
し
て
い
る
よ
う

に
、
双
方
向
の
教
室
型
に
し

て
、
住
民
の
意
見
を
つ
ぶ
さ

に
聞
き
、
住
民
合
意
を
得
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と

の
意
見
が
多
く
の
参
加
者
か

ら
強
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
東
区
や
関
東
各

地
の
住
宅
地
上
空
へ
の
飛
行

ル
ー
ト
変
更
計
画
に
対
し
、

騒
音
、
振
動
、
落
下
物
、
墜

落
な
ど
環
境
や
安
全
性
の
問

題
に
も
意
見
や
疑
問
が
集
中

し
ま
し
た
。

参
加
者
の
疑
問
、
意
見
に

対
し
て
、
説
明
員
は
、
こ
れ

ま
で
の
見
解
を
繰
り
返
し
、

参
加
者
の
知
ら
な
さ
そ
う
な

こ
と
を
逆
質
問
す
る
な
ど
、

誠
意
の
な
い
対
応
に
終
始
。

意
見
は
聞
き
置
く
だ
け
で
、

今
回
で
住
民
説
明
会
を
打
ち

切
ろ
う
と
い
う
意
図
が
あ
か

ら
さ
ま
で
し
た
。

「
江
東
区
上
空
の
飛
行
計

画
撤
回
を
求
め
る
会
」
事
務

局
長
の
藤
原
博
氏
は
、
「
こ

の
飛
行
計
画
自
体
を
知
ら
な

い
人
が
ま
だ
多
い
の
で
、
引

き
続
き
宣
伝
・
署
名
活
動
を

行
い
、
国
交
省
に
対
し
て
は

今
後
も
教
室
型
の
住
民
説
明

会
を
要
求
し
、
多
く
の
住
民

の
意
見
を
国
交
省
に
集
中
し

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

戦後も台風は何度も江東区を襲いま

した。1947(昭和22)年９月13日のキャ
スリン台風では、江東区は比較的に少

ない被害で、床上浸水277世帯、床下
浸水1495世帯でした。
49年８月31日のキティ台風は、最大
風速毎秒31ｍ、総雨量70ミリの大型で、
夜８時半ごろ通過。満潮時だったので

東京湾は32年ぶりの異常な高潮になり、

砂町南部の海岸堤防をはじめ55か所が
決壊しました。

江東区の被害状況は、罹災総数15万
4134人、死者13人、全壊家屋403戸、
半壊803戸、流出49戸、床上浸水が2万
3493戸、床下浸水7190戸です。浸水地

域は、南部埋立地を除く全域で、深川

では0.8ｍ、亀戸、大島0.7ｍ、砂町で
は2.5ｍの深さに達し、二砂小の８教
室が倒壊しました。

このような大災害の主因は、江東区

が四方を川に囲まれたデルタ地帯で、

海面より1.5ｍも低い亀戸８、９丁目
など、大部分がゼロメートル地帯だっ

たからです。その上、近代になって大

工場がふえつづけ、大量の地下水を汲

みあげたことで、地盤沈下が急速にす

すみ、水害の傷を大きくしてしまいま

した。

江戸時代に小林一茶は「萍(ｳｷｸｻ)の
花より低き通りかな」とよみましたが、

戦後の石田波郷も「雪敷ける町より高

し小名木川」とよんでいます。

その後も、1956(昭和31)年、58年、
61年の台風がくるたびにキティ台風に
近い被害をもたらしました。その都度

に台風対策が叫ばれ、64(昭和39)年に
なって外郭堤防が完成し、66年には地
下水や天然ガス汲みあげ禁止の法律が

制定されました。排水機構の整備や不

要な掘割の埋立などの手がうたれてい

ますが、江東区が完全に風水害から守

られ、安心して生活できるところになっ

てほしいものです。
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概説

(64)

講
師
は
、
10
年
以
上
豊
洲

へ
の
移
転
反
対
に
取
り
組
ん

で
き
た
東
京
中
央
市
場
労
働

組
合
の
中
澤
誠
委
員
長
。

「
豊
洲
市
場
問
題
と
食
の
安

全
」
と
題
し
て
、
「
何
で
も

隠
さ
れ
て
来
た
」
移
転
計
画

や
利
用
者
本
位
で
な
い
施
設

建
設
の
経
過
、
「
危
険
だ
か

ら
誰
も
手
を
出
さ
な
か
っ
た
」

豊
洲
用
地
の
土
壌
汚
染
の
実

態
と
都
の
調
査
と
対
策
の
不

十
分
さ
、
地
下
水
位
が
海
水

面
よ
り
高
い
な
ど
管
理
が
困

難
な
実
態
を
公
表
資
料
か
ら

示
し
ま
し
た
。

今
後
の
問
題
に
つ
い
て
中

澤
氏
は
、
「
1
日
も
早
く
移

転
中
止
の
決
断
を
し
て
、
築

地
と
豊
洲
を
同
時
に
再
生
」

す
る
こ
と
を
提
唱
し
ま
し
た
。

地
元
江
東
区
に
属
す
る
豊

洲
の
再
生
に
つ
い
て
は
、

「
新
興
住
宅
地
に
車
が
集
中

す
る
卸
売
市
場
は
そ
ぐ
わ
な

い
」
こ
と
を
強
調
し
、
築
地

市
場
の
再
整
備
で
は
「
昭
和

モ
ダ
ン
を
代
表
す
る
建
築
で

あ
り
、
圧
倒
的
な
物
流
効
率

性
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を

再
評
価
す
る
こ
と
か
ら
始
め

れ
ば
、
市
場
関
係
者
は
一
致

新

婦

人

江

東

支
部

が

主

催

し

、
母

親

連

絡

会

、
区

労
連
、

戦
争
法
ぶ

っ
潰
せ

江
東
実
行

委
、
江

東
民
商

、

東
京

土

建

江

東

、
南

砂

団

地

９

条
の

会

が

協

賛

し
て

１
月

13
日

午

後

、

市
場

問

題

の

学
習

会

を

開

き

、
約

１
５

０

人
が

参

加
し

ま
し

た

。

団
結
す
る
」
「
後
の
世
代
に

何
を
残
す
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
あ
ぜ
上
三

和
子
都
議
、
お
お
つ
き
か
お

り
区
議
も
参
加
し
「
闇
の
部

分
や
疑
惑
を
解
明
す
る
百
条

委
員
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

世
論
の
力
も
重
要
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

区内の新成人は３７１８人。１月９日午前と午後の２回、

成人式が行われたティアラこうとう前で「戦争法の廃止を

求める砂町の会」のみなさんが「成人おめでとう、野党と

市民の共闘で、憲法を守り生かす政治を」「南スーダンか

ら自衛隊員をただちに撤退させよう」と訴え、シール投票

を呼びかけました。

台
風
11
号
で
は
、
中
川
の
堤
防
が
決

壊
し
、
浸
水
は
胸
に
ま
で
達
し
た
。

１
月

18
日

14
〜

19
時
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
展
示
ホ

ー

ル
で
、

オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
型

の
説
明
会

が
開
か
れ

、
「
江

東

区
上
空

の
飛
行
計

画
撤
回
を

求
め
る
会

」
を
は
じ

め
、
多

数

の
区
民

が
参
加
、

国
土
交
通

省
の
説
明

員
に
、
口

頭
あ
る

い

は
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙

で
意
見
を
表

明
し
ま
し

た
。

会場に は ３ ３枚のパ ネル が展示

１
月
４
日
、
富
岡
八
幡
前
で
の
消

費
税
増
税
中
止
宣
伝
行
動
に
は
、
江

東
消
費
税
な
く
す
会
、
東
京
・
全
国

の
会
か
ら
18
名
が
参
加
。

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
会
議
員
、
吉

田
と
し
お
東
京
15
区
衆
議
院
予
定
候

補
が
、
８
％
に
増
税
後
「
食
費
を
低

く
抑
え
る
た
め
セ
ー
ル
品
や
ま
と
め

買
い
な
ど
し
て
い
る
。
物
価
が
本
当

に
高
く
な
っ
た
」
「
増
税
で
生
活
も

心
身
も
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い

る
」
「
93
・
６
％
の
人
々
が
増
税
後

生
活
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
、
国
民
生

活
の
実
際
に
触
れ
て
訴
え
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○

２
月

11
日（

土

・
祝
）
10
時
〜

◆

江

東

母

親

大

会

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○

２
月

12
日（

日

）
10
時
〜

◆

東

京

大

空

襲

・
戦

災

資

料

セ
ン
タ

ー

見

学

会

（
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会
）

○

２
月

24
日（

金

）
18
時
30
分

〜

◆

怒
り
の
江
東
区

民

集

会

（
猿
江
公
園
）
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